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把握，実習内容の再考と改善のため， 2007 年からの 7 年間のアンケート調査の内容，
および分析結果を模型実習の概要とともに解析した．  
アンケート項目は，歯科保存学講座で独自に作成した 13 項目であった．各項目は回









したことによるものと考えられる．インストラクターに関しては 2007 年～2013 年度，
全項目(デモ，指導，指導レベル)において，満足割合が 50.0%を超えていたため，指導
レベルは適切であったと思われる．実習内容に関するビデオデモの項目においては，










































2014 年 12 月 16 日，実習館 2F セミナールームにて本学位申請者・主指導（紹介）教員・
主査および副査 2名にて，学位論文審査と最終審査（口頭試問）が行われた． 
質問事項は以下のとおりである． 
1）多変量解析による検討について 
2）他大学の模型基礎実習についての報告との比較 
3）実習動線、学生グループ化の影響について 
4）実習項目による学生評価のバラツキについて 
5）本研究から得られた結論と今後の実習への展開について 
 上記の質問に対し，申請者は明確に回答した． 
 
以上より，本学位審査会は，申請者は博士（歯学）としての十分な専門知識を有する
ものと認め，最終試験を合格と判定した． 
